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　2003年度から、司書課程で「レファレンス
サービス演習」の授業を担当することになり
ました、小林卓といいます。学部の卒業以来、
多文化社会図書館サービスの研究と実践とい
うことに携わっています。
　「レファレンスサービス演習」という実践的
な意味合いの強い授業で、直接言及すること
は少ないと思いますが、受講する学生の皆さ
んにぜひ在学中に身に付けて欲しいと思うこ
とを2つの言葉に託して書いてみたいと思い
ます。
　1つは、「恕（じょ）」という言葉です。こ
れは、高校までに授業で習った方も多いかと
思いますが、論語の中の言葉で、
子貢問日、有一言而可以終身行之者乎、子日、
其恕乎、己所不欲、勿施於人
とあり、現代語訳すると、「この一言なら生
涯守るべき信条となる一そういう言葉はある
でしょうか」子貢にこう尋ねられて、孔子は
言った。「まず恕だろう。人からされたくな
いことは、自分からも人にしないことだ」と
いうかんじになろうかと思います。いかにも
儒教臭い言葉と思われるかもしれませんが、
この「人を思いやる気持ち」というのは、サー
ビス業である図書館員にとってとても大切な
ことです。図書館員の資質というと、資料・
情報をよく知って、その専門家であることが
あげられますが、その根底には、「利用者の
喜びを自分の喜びにできる人である」という
ことが必要だと思います。
　2つめは、「生（なま）」という言葉です。
図書館で扱う情報というのは人々が直接経験
する直接情報ではなくて、間接的な経験を扱
う間接情報が主なものです。また、いまのイ
ンターネットであふれている情報も、この間
接情報です。しかし、その有用性を認めた上
で、本当に人にとって必要なのは、直接的な
生の経験なんだということをいつも肝に銘じ
ておく必要があると思います。情報化社会と
いって、いまの世の中は情報があふれている、
情報が増加の一途をたどっているといわれて
いますが、人々が直接経験できる生の経験の
総量というのはそう変わるものではありませ
ん。この「生」の情報を大切にすることによっ
て初めて間接情報も生きてくるということを
いつも考えている必要があると思います。
　こういったことを根底にすえながら、人々
と情報の橋渡しをする図書館というものにつ
いて、学生の皆さんといっしょに考えていき
たいと思います。どうぞ宜しくお願いします。
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